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米
穀

の
厨而
要

に
就

い
て

米

穀

の
需

要

に

就

い

て

第

三
十

二
巻

一
四
二

第

一
號

一
四
二

入

木

芳

之

助

繭

米
穀
の
如
き
必
需
品
に
封
ず
る
需
.要
に
弾
力
性
乏
し
き
こ
ε
は
、

一
般
に
承
認
さ
る
㌦
所
で
あ
る
。
併
し
な
が

ら
米
穀

に
樹
す
る
需
要
も
亦
莞
然
帰
方
性
を
快
く
も
の
で
は
な

い
。
帰
方
性

の
彊
弱
は
把
冨
相
樹
的
の
樋
別
物
る

に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
米
穀
は
地
種
の
商
品
、
殊

に
奢
侈
品
の
如
き
に
比
し
て
、
需
要
伸
縮

の
程
度
が
甚

だ
軽
微
な
る
を
示
す
に
外
な
ら
な
い
。
從
て
q⇒
米
穀
を
商
品
こ
し
て
考
察
す
る
限
b
、
そ
れ
に
謝
す
る
需
要
も
亦
・

米
債

の
高
低
に
癒
じ
て
多
少
の
増
減
を
示
し
、
從
て
米
傾
高
の
年
に
は
消
費
量
が
多
少
減
す

べ
き
筈

で
あ
る
。
②

更
に
我
國

の
米
穀
は
今
日
全
部
商
品
化
さ
る
、
も
の
で
な
く
、
収
穫
量
の
約
年
額
は
直
接
農
家
に
於
て
自
給
消
費

さ
る
、
が
故
に
、
牧
穫
の
豊
凶
如
何
に
よ
っ
て
農
家
の
消
費
高

に
多
少
の
増
減
を
來
し
、
ひ
い
て
豊
作
の
翌
年
に

は
米
穀

の
全
国
的
消
費
高
も
亦
増
加
せ
ざ
る
を
得
な
い
筈

で
あ
る
。
働
米
穀
に
謁
す
る
主
た
る
需
要
π
る
や
、
食

用
ご
酒
造
米
用
こ
の
二
者

で
あ
る
が
、
雨
着
に
封
ず
る
需
要
は
米
慣

に
謝
し
て
夫
々
異
な
る
關
係
に
立
ち
、
米
慣

の
高

い
年
に
は
酒
造
米
消
費
高
は
増
加
し
、之
に
反
し
食
用
消
費
高
は
減
少
す
る
傾
向
を
有
す
る
も
の
こ
さ
れ
る
。

㈲
今
日
我
国
の
食
糧
米
は
内
地
米
の
み
を
以
て
し
て
は
充
す
を
得
す
、
朝
鮮
米
、壷
灘
米
、
外
米
の
移
輸
入
を
仰
が



ざ
る
を
得
な
い
状
態

で
あ
る
。
此
等
の
三
者
を
内
地
米
に
封
ず
る
代
用
品
ご
し
て
考
ふ
る
限
り
、
此
等
消
費
高
の

増
減
は
、,
内
地
米
慣

に
正
比
例
し
、
内
地
米
の
牧
穫
高
に
逆
比
例
七
て
増
減
す

る
傾
向
を
示
す

べ
き
筈
で
あ
る
。

⑥
ま
た
更

に
褻
類
も
今
日
に
於
て
は
代
用
食
糧
品
ど
し
て
相
當
の
地
位
を
占
む
る
を
以
て
、
此
の
消
費
高
ご
内
地

り

米
櫃
こ
の
間
に
も

一
定
の
關
係
が
存
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
筈

で
あ
る
。
本
研
究
に
於
て
は
内
地
米
の
慣
格
及
び
牧

穫
高
を
中

心
ざ
し
τ
、
以
上
の
諸
瓢
に
關
し
、
そ
れ
ら
が
如
何
な
る
相
關
々
係
に
あ
る
か
を
質
護
的
に
吟
味
せ
ん

こ
す
る
も
の
で
あ
る
。

米
穀

に
撤
す
る
士
⊥要
用
途
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
食
用

ざ
酒
造
米
用

ご
で
あ
っ
て
.
昭
和

二
年
度
に
於
て
は
前

者
は
全
消
費
量
の
九
二
二
八
%
(飯
用
、
餅
用
其
他
を
含
む
)を
占

め
、後
者
は
六
・三
%
を
占
め
て
み
る
。
.
こ
の
雨
用
途
に

封
ず
る
消
費
高
は
、
内
地
米
の
慣
格
に
謝
し
て
夫
々
異
れ
る
關
係

に
立

つ
べ
き
筈

の
も
の
ど
考

へ
ら

る
、
が
故
に

米
穀

の
消
費
高
ビ
米
債
こ
の
關
係
を
考
察
す
る
に
際
し
て
は
、
雨
用
途
消
費
高
を
夫
々
別
々
に
考
察
す
る
を
至
當

ご
す
る
。
故
に
先
づ
第

一
に
酒
造
米
消
費
高
ビ
内
地
米
債
格
ご
の
關
係
を
瞭
に
し
、
次
に
酒
造
米
消
費
山口同
を
控
除

せ
る
獲
鯨
の
食
用
消
農
高
ざ
米
債
、
蚊
に
収
穫
高
ε
の
關
係
に
就
て
考
究
す
る
こ
ご

・
す
る
。

先
づ
第

一
に
米
債

の
高
低

に
件

ふ
酒
造
米
消
費
量
の
増
減
關
係

に
つ
い
て
吟
味
す
る
。
本
研
究

に
於
て
は
米
穀

の
消
費
量
ご
封
比
す

べ
き
米
償
に
就
て
は
、
総
て
現
實
の
深
川
正
米
相
場
を
ご
り
、
之
が
米
穀

の
消
費
量
ご
如
何

米
一穀
の
需
要

に
就

い
て

第

三
十
二
谷

一
四
三

第

一
號

一
四
三

三)農 林 省 、農 務 局 、昭 和 五年 度 、米 穀 要 蟹　、P・4・



米
殺
の
需
要
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

四
四

第
一
競

四
四

な
る
関
係
じ
立
っ
か
を
考
察
す
る
こ
さ
、
す
る
(
詮
一
)
o

現
貫
米
債
(
口
弘
山
内
止
せ
ぎ
る
)
を
採
る
限
り
、
遁
去
に
於

け
る
其
の
撞
動
は
品
開
り
に
甚
だ
し
か
り
し
た
め
、
充
分
に
適
賞
な
る
趨
勢
値
を
費
見
す
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
、

多
少
の
棋
陥
は
あ
る
が
、
貫
教
の
五
年
移
動
平
均
を
ど
る
こ
す
」
、
し
(
詮
二
)
、
川
酒
造
米
消
費
高
に
就
て
は
貫
教
の
七

年
の
移
動
平
均
伝
探
っ
た
。

(

諮

問

)

米
債
と
米
の
消
費
量
と
の
相
関
々
係
を
考
究
す
る
に
際
し
、
消
費
量
、
と
比
較
ナ
べ
青
米
領
2
し
で
は
、
現
賞
米
債
を
採
る
べ
奇
か
又
伺

物
債
の
影
響
を
徐
却
せ
る
米
債
(
む
代
ロ
戸
内
向
山
)
を
採
る
べ
き
か
ピ
問
題
で
あ
る
が
、

一
方
普
通
用
ゐ

b
る
ふ
日
銀
物
侵
指
数
を
以
て
米
債
を
除
す

る
と
と
に
よ
り
、
完
全
に
物
慣
の
影
響
が
除
却
さ
る

L

P
宮町
F

，h
向
ぽ
崎
閣
で
ち
る
と
相
官
へ
ら
る
L

だ
め
と
、
他
方
現
資
米
慣
が
米
地
消
党
推

に
封
し
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
興
味
を
感
じ
た
る
を
以
で
、
木
研
究
に
於
て
は
維
で
米
殺
年
度
に

1
る
深
川
正
米
市
場

の
内
地
玄
米
中
米
標
準
相
場
圭
探
る
と
と
ふ
し
た
。
前
年
十
一
月
一
日
よ
り
営
年
十
月
末
日
迄
を
年
度
ム
」
ナ
る
一
ヶ
年
の
平
均
米
債
(
米
穀
年

、E
-
z
r-z-=圏、
度
に
よ
る
)
を
採
り
し
は
、
米
穀
消
費
高
白
調
査
が
線
て
米
穀
年
度
に
よ
れ
る
を
以
で

Y
あ
る
。

米
債
の
趨
勢
値
と
し
て
五
ヶ
年
の
移
動
平
均
を
探
り
た
る
は
、
決
し
て
完
全
な
る
屯
?
と
云
ふ
を
得
な
い
。
米
債
の
高
館
を
相
殺
す
る

ζ

と
不
完
全
な
り
と
の
識
を
免
れ
難
い
所
で
あ
る
。
さ
れ
ど
我
周
過
去
の
米
債
は
録
り
に
波
綱
曲
折
に
富
む
が
故
に
、
種
L
R

試
み
た
る
も
充
分

に
-
ば
せ
る
曲
線
を
得
る
に
至
ら
な
か
う
た
。
例
へ
ば
最
小
自
乗
法
に
よ
り
明
治
四
十
四
年
よ
り
昭
和
四
年
の
材
料
に
、

三
次
の
抱
物
曲
線

(
〕

7
H臼
臼
同
日
叶

l
T
同

さ

臼

由

州

1
3
5
u∞
凶
何
時

-
S吋
M
U
も
)
を
嘗
絞
め
た
る
も
、
遁
営
な
る
趨
勢
線
と
は
考
へ
ら
れ
ず
、
ま
た
明
治
三
十
三
年
乃
至
大

正
七
年
の
材
料
K
封
敷
直
線
(
『
b
q
H
】
】
∞
吋
き
区
+
号
・
3
S
2
5
M
G
を
営
品
川
め
、
大
正
七
年
乃
至
昭
和
五
年
の
材
料
に
も
封
毅
直
線
(
『
h
d
y
M

H
S合コ
3
1
3・
-
a
g
E
)
を
嘗
絞
め
、
雨
直
線
を
縫
合
ナ
る
ζ

と
に
よ
っ
て
米
債
白
趨
勢
線
を
求
め
ん
と
し
た
る
も
、
縫
年
自
の
年
に
不
自

然
な
る
趨
勢
値
が
現
は
れ
遁
蛍
な
る
も
の
主
考
へ
ら
れ
な
い
。
夏
に
七
年
の
移
動
平
均
を
採
る
も
、
大
正
四
年
及
び
五
年
の
趨
勢
値
が
過
大
と

な
り
不
自
然
の
も
の
と
考
で
b
る
込
が
故
K
、
多
少
の
飲
隔
を
忍
び
ヲ
ム
比
較
的
自
然
的
な
る
趨
勢
線
k
考
~
ら
る
L

五
年
の
移
動
平
均
を
採

る
と
と
与
し
た
。
今
米
償
誼
に
そ
白
諸
趨
勢
線
を
回
表
に
で
示
せ
ば
第
一
周
白
知
〈
で
あ
る
。



一
)k債

と
書画
ま萱
来
清
高
と
の
相
聞
女
傑

米
穀
年
度
1
米
慣
(1)…

(圓
単
位
)

同
上
正
常
値

(五
年
移
動

平
均
)(2)
(圓
畢
位
)

關
係
白
・
偏
差

無
≦
ll。
%
循
環
計
藪

(4)

(3)一
;s

酒
造
来
消
費

高
(5)
(千
石
翠
位
)

同
上
正
常
値

(七
年
移
動
平

均
)(6)(千

石
軍
位
)

關
係
的
偏
差

(5)
循
環
計
数(8)

(7)÷
σ
,

(幽
)x

可
一
100%(7)V

明
治
303132

11.43

15.42

9.86
%

5
3,634

3,825…

1
3,680

,9

3334353637383940.

4142…

4344'

大
正
1

23456789

10111213]4

15

昭
和
2
34

4590486「. ・̀.49375S92i7196057454389

91371643.2660153025085285694931

」乞牙虫Q恥牙4}住.嵐ゆ出乳乳軌L乳o仇翫鼠αR一a駄aL乳L&aLq軌

11111111】1]ユ221]11344233343332

12.35

12.21

12.86

13.01

13.47

14.27

14.58

14,6鼎

14.69

15、
20

15、
96

17、
.02

17.76

17.84

17.07

16.75

18.4盗

23.74

30.85

34.05

37.70

38.01

36.76

35.44

37.29

37.11

37.07

(35.38)

_3
.3

_O.5

_3.713.0

_2.5

-11.2

_0
.8

73.4

1{}.6

_9
.9

_20
.9

0.3

13.4

21.01.9

-22
.3

_28
.4

_2].8

_2.728.9

28.8

-23
.2

0.2

_10
.9

0.9

工
3.0

3.7

(1.5)

_0
.22

-0
.03

_0
.25

0.87

-G
.17

_0
.75

-O
.05

〔
},76

0.71

_Q,56

_1.400.02

0.90

1.41

0.13

_1.49

-L90

-1
.46

_O
.18

1.94

1.93

_1
,55

0.01

_0
.73

0.06

0.87

0.23

(0ユ
0)

032190畳4阿("〕.{44344324806973661449

24726440080643i420373 695377873

494806146421434028129678311880

333232り. Oり」詠3333333334"4344444334

4498G95{

5703荏884

=り49」2"乙-1りθ

3333333りゆ
闇,・・.

F眠り
り　
FO
aU

}」

1
9 DO

りゆ

周'り臼11

807ビ0

ウ039臼90

3333

565577451922

903603109266 468813443221

333344444444

●

69360311(P"…;U33788928435356825

盆442aα住71.L工生α0蝋2牙盆rα9247τ位23■

1111三-l11

」一一[　一一【一「」一一「

一
〇
.30

1.72

0.50

一
■
46

-0
.58

-1
.88

_0
.01

0.82

三
.雲
4

0.21

_0.50

_0.730.43

0.32.

0.32

-1
.49

_1
.30

_0.090.97

0.27

1.68

2.00

0.87

1.11

0.32

-0
.37

-0.17

1置1一■一1闘■-.1..■.. 固目.

崇
礫
Q確
臨
思
{暴
～
レ

城
国
十
日
禦

1罠
碍

猷
1
.無
.1鼠
.国
.



米
穀

の
需
要

に
就

い
て

.

第
三
十
二
巷

一
四
六

ユ

ヨ

ユ

ヨ

米

慣

ご
酒

造
米
消

費

高

ε

の
相

關

々
係

(
第

一
表
参
照
)
は
左

の
如

く

で

あ

る
。
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右

に
よ
っ
て
瞭
な
る
が
如
く
、
米
償
と
酒
造
米
消
費
高
ご
の
問
に
は
、
か

な
り
の
程
度
の
順

の
相
關
々
係

が
存
し
て
居
り
、
米
慣
高

の
年
に
は
酒
造

米
滑
費
高
が
増
加
す

る
傾
向
を
有
す

る
こ
ご
を
知
り
得
る
。
こ
れ
米
債
高

の
年
は
概
し
て
好
景
気
な
る
を
以
て
、
酒
の
消
費
高
を
堆
し
、
從
て
酒
造

米
消
費
高

の
増
加
を
来
た
す
も
の
起
る
に
外
な
ら
濾
で
あ
ら
う
。

三

酒
造
米
消
費
高

ご
米
償
こ
の
間
に
は
右
の
如
き
順
の
相
關
々
係

が
存
す

る
を
以
て
、
次
に
組
米
穀
消
費
高
よ
り
酒
造
米
を
控
除
せ
る
食
用
消
費
高

ご
米
償

ビ
の
關
係

に
就
て
吟
味
す
る
こ
ε
、
す

る
。
弦

に
注
意
す

べ
き
は

1) 農 林 省 農務 局 、 昭和 五 年 米穀 要 覧 、P・17・

酒 造 米 消 費 高 に就 て は、0大正 十 二 年 度迄 は 農商務 省 食 糧 局:第 二次 米 穀 統 計2)
P.27.大 正 十 三年 度 よ りは農 務 局昭 和 三年 版 米 穀 統計年 報 ・P・43に よ る。

昭和 三 年及 び 四年 度 に 就 て は農 林 省 へ照 會 して得 た る籔 字 κ:よ る。
388.・3)F.C・Mills,StatisticalMethods.1924・P・



米

穀

の
需
要

に
就

て
研
究

を
試

み

る
に
際

し

、
我

々
は

日
本

の
全
人

口
が
消

費
す

る
米

の
数

量

を
直
接

消
費

よ
り

算

出

せ

る
敷

字
を

有

せ
ざ

る

こ
ご

で
あ

る
。
牧
穫

高

ビ
輸
移

入

超
過

高

ε
前

年
度

よ
り

の
持

越
高

ε

の
総
和

よ
り

、

同

年

度

の
残

存
米

を
控
除

し

た

る
も

の
を

以

て
、
當

年

の
消
費

高

ざ
看

做

す

の
外

な

く
、
此

の
推
定

消
費

高
を

人

口
を

以

て
除

し
た

る
も

の
を
以

て
、
所

謂

一
人
當

b
消
費

量

こ
し

て
満

足
す

る
外

は
な

い
。
殊

に
獲

存
米

に
就

て

は
、
内

地

米

は
大

正

二
年

、
朝
鮮

米

、
壷
潜

米
、

外
國

米

は
大

正

五
年

以
前

の
調

査

が
在

せ
な

い
。
近

年

に

は
年

々

李

均
約

六

百
萬

石

の
残

存
米

が
計

上

さ

る

、
を

以

て
、

研
究

上
決

し

て
之

を
等

閑

に
附

し
得

ざ

る
所

で
あ

る
。
從

て
消
費

量

に
就

て
累

年

的

に
考

究

せ
ん

こ
す

る
場

合

に
は

、
全

然
之

を

閑
却

す

る
よ
り

も
、
多

少
は
濁

断

的
要
素

を
包

含
す

る
虞

あ

る
も
、
之

を

何
等

か

の
方

法

に
よ

っ
て
推

定

し
消

費

量
中

に
考

慮

す

る
を

安

當

ど
す

を
。
何

ビ

な

れ

ば
實

際

に
於

て
も
残

存

米

が
古

く

よ

り
年

々
存

せ
し

こ
ご
は
既

定

の
事
實

π

る
か
ら

で
あ

る
。
.

從

て
大

正

二
年

以
前

に
於

け

る
内

地

米
残

存
高

の
推
定

は
、
木
下

氏

の
研
究

に
從

も
、
十

一
月

一
日

の
全
國
内

地

米
残

存
高

ご
東

京

深
川
内

地
米

在

高

(
九
月
末
日
現
在
)

こ
の
關

係
式

よ
b
推

算

す

る

こ
ご

、
す

る
。
そ

れ

は
第

三

表

に
示
す
如

く
、
大

正

二
年

よ

り
昭
和

一斗
年

に
至

る
内

地
米

全
図

残

存
高

ざ
前

年
度

牧

穫
高

こ
の
間

に
、
殊

に
深

川

内
顧地

米

在
高

ざ

の
間

に
、

か
な
b
確
實

な

る
並

行
關

係

が
示

さ
れ

る
か
ら

で
あ

る
。
試

に
右

三
者

の
年

々

の
實

敷

が
正
常

値

に
謝

す

る
關

係
的

偏
差

を

夫

々

の
標

準
偏
差

を

軍
位

ご
し

て
表

し

π

る
も

の
、
即

ち
循

環
計

数
を

示

せ
ば
左

の
如

く

で
あ

る
。

米
穀
の
需
要
に
競
い
甲、

、

第
三
十
二
巻

一
四
七

第

一
號

一
四
七

勝 賀 瀬 質 氏 、米 領 の攣 動 と其 の影 響(農 薬 経 済 研 究第 三巻 二號p・90)1)

木 下 茂 氏 、米 慣 受 動 の統 計 的研 究(国 民il脛餌雑 誌第 四+五 巻 二號p.Iog以 下)2)



米
穀

の
需
要

に
就

い
て

年次: i融 輝 鶴
大 正2-0.68-0.98-0,77

._n .89 _1 .16

1.16

0.39

1.16

m

噺

1、39

1.60

0.97

q
J

」
」

0.25().12

_0 .39

_0 .58

・一1 .716一 一 〇.89

麟

鵬

一_1 .10

._0 .98

._1.09

第

三
十
二
巻

一
四
八

一 〇.97

0.77

1.21

0.01

0.87.

O.09

1.62

0.77

0.47

P

口

一1 .16

-0 .58

第

一
號

一
四

八

0.19

一1.16

. _0.71

一・0 .74

-0.95

-0 .98

_一 〇.80

_0.77

_`}.30

_0 .47

1A,

1ii吟

0.771.88.12

μ

。、

麟

更

に
内

地

米
全
図

残

存
高

ご
深

川

在
高

、
内

地

米
全

図

残

存
高

ご
前

年
度

収

穫
高

こ

の
二
種

の
相

關

々
係

を

第

三

表

よ
り
求

む

れ
ば

左

の
如

く

で
あ

る
。

.

内
地
米
全
國
残
存
高
と
深
川
在
高
と
の
相
関
係
鍛
:
・:
:
・・:
・…
(
+
)
O
.
七
四
四

内
地
米
全
國
痩
存
高
と
前
年
度
牧
穫
高
と
の
相
聞
係
撒
…
:
.…
(
+
)
O
.四
九
四

内
地
米
全
國
淺
存
高
(X
)
が
深
川
在
高
(Y
)
に
封
ず
る
關
係
…
…
…
×
q
P
ω。。。。一く
+
メ
。。
一。。。。

右

の
關
係

方

程
式

に
第

二
表
㈲

欄

記
載

の
關

係

的
偏
差

を
Y

に
當
骸

め
τ
得

起
る
X

の
値

は

、
正
常

値

に
封

ず

る

實
数

の
關
係

的
偏
差

(
百
分
比
)
な

る
を

以

て
、
第

二
表

⑥

欄
記
載

の
正
常

値

を
以

て
還

元
す
れ

ば

、
所

求

の
實
敷

即

ち
第

三

表
繭

欄

の
内

地

米

全
國

残

存
高

の
見

積
額

を
得

る
つ
同

表
㈹

㈲

爾
欄

の
大

正

二
年

よ

り
昭
和

三
年

迄

の
爾

数

列

を

比
較

す

る
に

、
大

正
三

年

,
七
年

に
は
可
成

り

の
相
違

を
示

す

も

.
他

の
年

に
於

て
は
左

程

に
も
非

ざ

る



麹
弍
卜」
'輪
亀
憲
壷
Q嚢
億
縛
知
'爬
ei贈
{貝
管
出
飽
冥
田
ミ
⊃
い
起
最
果
懲
嬉
10匡飽
眠
誕
OP晒
v(欄
)o

第
二
家
内
.地全
国
残
存
米
見
積
表

年
i欠

内
地
米
深
川

在
高
(九
月

末
日
現
在
)

(1)
購
1轍
餅

噸
∫
100%
　灘
　
黙
舞
墜
灘

る
封
数
直
線
)(6)
腎
的野

て
可
100%

明
治
31§葺

灘3536り
む

394〔
}

41424344

大
正
1

ヨ耳言ζ910

俵5り0ρ9財【DρD

OOO泊工f世9 仔

-り右2■⊥2

碍じ7「.民げD川上

nOnh　Uσ04↓

「」7・70

冒086.4亀9

78ρ0一bnU

り創90001

1

190臼乙00

4凸4士2pO5

1274ム6

11

り0り00「. D

nDρ087

17

崇
凄
Q蛙
跳
≠
揖
～
ト
'

噂ゆ,士ゆゆ

0で■8

り』"ニー

57・ワ,49〃

90797

24蔓46

ご070.446

9066↓08

765一bり0

74481

1り0441

FO7「00R)8

3818

84凸00

4凸3り04占

8"4りゆ

qOρ〇

一

ワ',↓..F[.リウ一「0

3954

[一一

008022

6449肖りゆ7

「「「

ウリρ04義lQV

【'ρUO71

一「1「

ρ0230

農U879

「「一

61」00 石

り0(UO. 禺

?りり」4

70墨68

06316

32遠里4「3

699.4「9.

04401U1

34533

398りd6

20074リヨ

33554

ρOQり06

G47∩∠

00300ρU

〔
高
石
)

299

584

623

547

404

182

276

458

704

譲
111十
U鱒

,SOIL

310

316

322

コ
,「
}.1

り
リ
ゴ

341

347

354

361

368

376

382

389

397

404

412

420

428

436

445

453

1巨
ぺ

一

1 37434

ウ釧4FO∩0

一一

873仔O

FOOOrO

「一

1



楽
楽
Q蹉
駕
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～
レ

11121314!5

昭
和
2

号;

424

697
13187413'}
418

1.71

205

421

423

276

194

エ
42

150

1174

1

65
_53

_55
-71

_73140

11旺.1一""

498

611

431

436
41R

422
804

糠
111十
11雫
1園
0

58214
5474
8524　
360489
449499

4291508
7140io
67152S

O11111一

用

667606S7

21221132

[一一　

1

F

(1)内
地
米
深
川
在
高
は
大
蔵
省
金
融
事
項
参
考
書
の
数
字
に
よ
る
。
同
書
に
は
大
正
元
年
以
前
の
九
,月
末
在
高
の
記
載
が
な
い
。
仍
て
大

正
元
年
以
前
は
+二
月
末
現
在
高
に
一
}・、
一←
一
、
+二
月
.中
の
蔵
入
熱
延
高
を
麺
賊
し
て
計
算
し
た
。
略
F年

蜘
1華
の
蟻
掌
側
田

本
米
穀
曾
蟹
行
の
大
日
本
米
穀
會
會
報
及
び
米
穀
に
よ
る
。

(4)内
地
米
全
國
見
積
高
は
前
掲
の
關
係
式
x=o・
3381Y+7・

8188よ
り
算
出
す
。
實
数
と
の
比
較
の
た
め
大
正
二
年
以
降
の
も
の
を
も
記

載
し
て
置
い
た
o

(6)欄
の
大
正
2年
以
前
の
数
字
は
基
本
:方
程
式
の
Extrapolationよ

り
得
る
。

第
三
表
内
地
米
全
図
在
高
と
深
川
在
高
重立
に
前
年
度
救
護
高
と
の
相
關
係
計
算
衷

年
次

234567B

正
大

名
・
實
数
の
正
常
1に

封
ず
る
關
係
的
偏
差

全
國
在
高

x

_23475433

_4-58

-37

深
川
在
高
ア

_73

-6610471

_19

-66

-82

防
要
穫
高

4562623

」「【

xア

1,679
-3,102

5,616

2,34376

3,828

3,034

xz92

-28032466

-24】
16

111

・・
巨
2

529

2,209

2,916

1,⑪
8916

3,364

]β
69

5,329

4,356

10,510

5,041361

4β
56

6,724

2
2

ObρU6』鳳nり40U

100003
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(
註

口
)

っ
内
地

金

団
獲
存
高

の
趨
勢

線

と
し

て
は
、
大
正

二
年

乃
至
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ほ

(註
二
)

イ
食
用
米
消
費
高
の
趨
勢
線
と
し
て
は
、
明
治
三
十
三
年
乃
至
昭
和
三
年
の
材
料
に
當
嵌
め
た
る
甥
勲
直
線

Hb
鵬
曳
"
ピ
ご
誤
。。葛
+

(

'

O
・O
O
『
。。ぴ
α
穿
を
と
る
。
原
鮎
は
大
正

三
年
と
す
。

　ロ
攻
{穫
吉
岡
に
封

し

て
は
明
治
三
十
年
乃
至
昭
和
四
』牛
の
材
料

に
當
舳飲
め
た
る
…対
数

二
次
抛
物
線
、
回・o
臓
秘
匿
}
・叫
柴
流
灯
照
に
十
〇
・⇔
⇔
O
O
oo
一
軌
間
1
0
・C
Q

(o
麟
騒
鴇
を
と
る
。
原
甜

は
大
正

二
年
と
す
の

　ハ
念

の
薦

め
食
用
米
消
費
高
を
人
口
を
以
て
割

り
、所
謂

一
人
當
り
消
費
量
を
算
幽

し
て
之
を
米
償
と

の
關
係
を
吟
味

し
た
。

こ
の
た
め
に
は
、

(凡

て
氷
滑
費
高

の
算
出
は
米
穀

年
度

に
よ
れ

る
を
以

て
、
年
度

の
中
心
貼
を
な
す
毎
四
月
末
日

の
人
口
を
求
む
る
を
要
す
る
。
大
正
十
年
以
降

は
昭
和
五
年
度
米
穀
要
覧
記
載

の
大
正
九
年
及
び
大
正
十
四
年
十
月

一
日

の
国
勢
調
査

の
人
口
を
基
礎

と
し
て
算
出

し
た
る
四
月
末

日
現
在
人

口
を

と
り
、
大
正
+
年
以
前

に
於

て
は
、
昭
和
五
年
刊
行
内
閣
統
計
局
『
明
治
五
年
以
降
我
國

の
人
口
』
中

に
於

け
る
各
年
首

に
於
け
る
内
地
在

住
内
地
人
口
と
客
年

の
人
口
増
加
率
よ
り
毎
四
月
末
日

の
現
在
人

口
を
推
定
し
た
。
此

の
推
定
人
口
よ
り
各
年

の

一
人
當

り
清
費
量

を
算
出

し

之
が
趨
勢
線

と
し
て
は
、
明
治

三
十
三
年
乃
至
昭
和
四
年

の
期
間

に
當
嵌

め
た

る
謝
数

二
次
抛
物
線

団
一1
一
・O
O
。。
熔
騎
O
-〒
()・O
O
ゆ
O
O
り
国
富
一
P
O
O
O

一
嵩
一
毛
を
と
る
、
原
鮎
は
大
正
三
年
と
ナ
る
。
斯
く
し
て

一
人
當
り
消
費
高

と
米
慣
と
の
相
關
係
数
を
求
め
た
る
も
、
明
治

三
十
三
年
乃
至
昭

　

　

和
二
年

の
期
間

に
於

て
は
、
僅

に

一
〇
・
二
六
を
得
た

る
の
み
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
乃
至
昭
和

二
年

の
期
間

に
於

て
も
、
僅

に

一
〇

・
二
八
○

く

く

の
逆

の
相
関

々
係
を
見
た
む
の
み
で
あ
る
。

ラ

然
る
に

一
人
當
り
沿
…費
高

と
攻
穫
高
と
の
間

に
は
、
明
治
三
十
三
年
乃
至
昭
和
二
年

の
期
間

に
於

て
は
、
+
O
・
七
九
、
明
治
四
十
年
乃
至
昭
和

(

　

二
年

の
期
間
に
於

て
は

+
0
・
七
〇
七
の
確
實
な
る
順

の
相
關

々
係

の
存
す
る
を
見
た
。

(



四

以
上
に
亘
て
食
用
消
費
高

ご
米
慣
蚊
に
牧
穫
高
こ
の
關
係
に
就
て
考
究
せ
る
が
、
食
用
消
費
高

ご
内
地
米
収
穫

高
こ
の
間
に
は
確
實
な
る
順
の
相
關

々
係
あ
る
を
立
讃
し
得
陀
る
も
、
食
用
漕
農
高
ご
米
償
ご
の
間
に
は
確
實
な

る
逆
の
相
關
々
係

の
存
す
る
こ
ご
は
認
め
得
な
か
っ
た
。

こ
れ
内
地
米
の
償
格
を
中
心
こ
し
て
考

ふ
る
限
り
、
之

ご
内
地
米
消
費
高

ご
の
間
拉
に
植
民
地
米
及
び
外
米
消
費
高
ビ
の
間

に
は
、
夫
々
異
れ
る
關
係
が
存
す
る
弛
め
、

内
地
米
償
格
ご
総
.食
用
米
消
費
高
こ
の
間
に
は
、
充
分
確
實
な
る
逆
の
相
關
々
係
を
登
見
し
得
な
か
つ
把
の
で
あ

ら
・3

。
考

へ
ら

れ

る
。
仍

て
内

地

米
食

用
消

費
高

ご
外
米

及

び
植

民

地
米

消
農

高

ご
セ
別

々

に
考
籍

す

る

で
少

つ

.
フ

o内
地
米
の
食
用
消
費
高
こ
し
て
は
、
前
掲
第
四
表
(米
穀
・
供
給
及
び
袈

、同)の
牧
穫
庚

第
四
器

欄
)
に
前
年
度
の
残

存
米
(
同
義
の
欄
)を
加

へ
π

る
和

よ
り

、
翌
年

へ
の
持
越

高

(同
表
ω
欄
の
歎
宰
を

一
年
づ
主
線
上
げ
た
る
も
の
)
、
内

地

米
轍
移

出

高

(国
表
帥
欄
)
及

び
酒

造
米
を

減

じ
起

る
も

の
を

以

て
し

た

。
但

し
酒

造
用

米

こ
し

て
は
近

年
朝
鮮

米

が
漸

次
遽

増

的

に
使

用

さ

る

、
傾
向

あ

る
も

、
此

の
鮎

に
聞

す

る
全

図

的

な

る
累

年

の
調

査

が
な

い
。

た

ゴ
僅

に
大

正
十

年

ご
昭
和

二
年
度

ご

に
之

あ

る

の
み

で
、
前

者

に
於

て
は

一
萬

六

千
石

、
後

者

に
於

て
は
十

四
萬

二
千

石

ざ
見

積

ら

れ

て
み

る
。
酒
造

用

こ
し

て

の
朝
鮮

米

の
消
費

量

は

、
大

正
十

年
以
後

漸

次
遽

増
す

る
傾
向

め
り

し

も

の

ざ
考

へ

ら

る

、
が
故

に
、
右

の
雨

年
度

の
敷

字

よ
り
酒

造

用
朝
鮮

米

を
推

定

し

だ
。

来
穀

の
需
要

に
就

い
て

第

三
十

二
巷

一
五
七

第

一
號

一
五
七

1)農 林 省農務 局 、 昭 和 三年 版 、米 穀 年 報 、p・43・
P・4・

同局、 昭和五年 、米穀 要覧 ・



米
穀
の
需
要
に
就

い
て

第
三
十
二
巻

一
五
八

第

一
號

一
五
八

即
ち
大
正
十

一
年
度
は
三
萬
七
千
石
、
大
正
十
二
年
度
は
五
萬
八
千
石
、
十
三
年
度
は
七
萬
九
千
石
、
十
四
年
度
は
十
萬
石
、
十
五
年
度
は
十
二

萬

一
千
石
、
昭
和
三
年
度
は
+
六
萬
三
千
石
、
昭
和
四
年
度
は
+
八
萬
四
千
石
と
推
定
す
る
。

右
.各

年

の
酒

造

朝

鮮

米

を

酒

造

米

よ

り

減

じ

だ

る
も

の

を

以

τ

、
内

地

米

酒

造

用
高

ご
推

定

す

る

。

毫

灑

水

及

び

外

米

も

酒

造

用

ご

し

て

多

少

用

ゐ

ら
.る

、
も

、
そ

の
量

極

め

て

少

量

な

る
を

以

て
之

を

加

算

せ
ざ

る

こ

ご

＼
す

る

。

ム
■
明

治

四
十

年

以

降

に
於

け

る
内

地

米

食

用

消

費

高

ご

米

償

拉

に
牧

穫

高

と

の

相

關

々
係

を

示

せ

ば

左

の
如

く

で

あ

る
(
註

一
)
。
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轟

米
穀

の
蛸
而
要

に
就

い
て

第

三
十

二
巻

一
六
〇

第

一
號
}

一
六
〇

ポ

ー

ー

p

。
。・
α
。
。。
刈

ぎ

11

弓
・
N

一

+

。
.。・
。・
謹

ぺ
超

阿

q
鱒

早

ξ

8

即
自
　

汁

p
⑫
搭

↓

悼)

"

汗
。
.。
り
霧

柔
客

　

右

の
如

く

、
米
償

ご
内

地

米
食

用
消

費
高

こ
の
間

に
は

、

一
〇

・
五

八
五

の
相
關
係

数

が
認

め
ら
れ

、
且

つ
其

の
蓋

、

(

然

誤
差

の
六
倍

以

上
な

る
を
以

て
、
逆

の
相
關

々
係

の
存
在

は
確

實

ぜ
認

め
る
こ

ど
が
出
来

る
。
内

地

米
食

用
消

ラ
　

費

高

ご
収

穫

高

ぜ

の
間

に
は

+
○

・
八

八
七

の
顕

著
な

る
順

の
相
關
係

の
存

在
す

る

こ
ご
を

知

り
得

る
。

(

ラ

(
譲

…
)

イ
内
地
米
食
用
浩
費
高

に
謝

し
て
は
明
始
三
+
三
年
乃
至
昭
和
三
年

の
期
間

に
當
嵌
め
た
る
轡
撒

二
次
抛
物
線

、

H
b
㈹
ア

暮

愚
¶
3

(

心
十
9
0
0
0
0
刈
じ。
凸
x
I
P
O
O
o
博
齢
O
福

を

と

る
。

原
瓢

は
大

正
三
年

と

す
。

　

ラ

ロ
明
治

三
十

三
年

乃
至
昭

和

二
年

の
期
間

に
於

て
、
米
債

と
内
地
米

食
用

消
費
高

と

の
相

關
係
数

を

求
む
れ

ば

一
〇
・
四

七
九
を

得

る
に
過

ぎ

く

く

な

か

っ
た
。

更

に
進

ん

で
輸

移

入

米
.消
費

高

ご
内

地
米

慣

格

並

に
そ

の
牧

穫

高

ご

の
關
係

に

就

て

考
究

せ
な

け

れ
ば
な

ら

ね
。
輸

移

来
泊
農

高

は
前

掲
第

四
表

の
轍

移

入
額

合
計

(同
表
紛
欄
)
に
前

年
度

残

存
米
(
同
表
(。。)
+
(。)
+
(§

を

加

へ
把

　

る
和

よ

り

、

再

輸

移

出

額

(
同
義
13
欄
)
及

び

翌

年

へ
の
持

越

高

(前
年
度
淺
在
米
を

[
年
づ
、
繰
上
げ
た
る
も
の
)
を

控

除

せ

る

(

も

の
を

以

て

す

る

。

今

こ

の

輸

移

入

米

清

費

高

ご
内

地

米

の
債

格

拉

に
牧

穫

高

こ

の
關

係

を

究

む

れ

ば

左

表

の
如

く

で
あ

る
(註
二
)
。

(註
二
)

輸
移
入
米
清
費
高
に
就
て
は
、
明
治
三
+
三
年
乃
至
昭
和
三
年
の
期
間
に
當
嵌
め
た
る
封
数
直
線
を
と
る
。
但
し
原
艶
は
大
正
三
年
と

す
。
Hb
㈹
同
n
　6
一簿
o。轟
GQ
+
O
b
bっ
零
嵩
習



第
七
表
米
債
と
輸
移
入
米
油
費
高
立立
に
牧
穫
高
と
.の相
関
々
係

米
穀
年
度

.一

米
偵
の
關
係

的
偏
差
x

l
(1)

皿
i一
一
.

同
上
循
環
計

数
(1)÷

・
1

(2)
「

.

一
.一
一
一
一
.『
「
.　
」
.一

1輸
移
入
米

消
費
高

(3)

同
上
趨
勢
値

(4)

關
係
的
偏
差
Y

p)(4)一
100%(5)

循
環
計
数

(5)÷
σ

i(6)
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第二圖 米慣、取複高、内地米食用消費高及び輸移入米
質商の循獲計籔の比較
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々
係
の
存
す
る
を
認
め
ら
れ
な

い
。
こ

(
れ
内
地
米
慣
絡
に
謝
し
て
は
、
内
地
米
消
費
高
ご
輸
移
入
米
消
費
高

ご
は
夫

々
異
な
る
關
係
に
立

つ
か
ら
で
あ
っ

て
、
内
地
米
債
格
ご
内
地
米
食
用
消
費
高
ご
を
比
較
す
る
場
合
に
於
て
始
め
て
確
實
な
る
逆
の
相
關
々
係

の
存
在

が
認
め
ら
れ
る
。
然

る
に
内
地
米
牧
穫
高
ご
総
食
用
消
費
高
、
拉
に
内
地
米
食
用
消
費
高

巴
の
間
に
は
常
に
確
實

な
る
順
の
相
關
々
係
の
存
す
る
を
知
る
の
で
あ
る
。
思
ふ
に

一
方
今
日
に
於
て
は
我
国
人
口
の
約
五
割
を
占
む
る

農
民
が
米
穀
に
就
て
は
、
爾
ほ
自
給
経
濟
を
螢
め
る
事
情

ご
、
米
穀

の
如
き
必
需
品
に
就

て
は
債
絡
の
騰
落

に
よ

っ
て
其
の
消
費
量
に
影
響
を
蒙
る
も
の
は
中
産
階
級
以
下
の
人
々
で
あ
る
ビ
の
事
情
ビ
相
俟
て
、
牧
穫
ご
食
用
溝
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へ

費
高
マ」
の
關
係
が
米
償
ご
食
用
消
費
高
ご
の
關
係
よ
b
為
、
よ
b
密
接
に
現
れ
來
起
る
も
の
こ
思
惟
さ
れ
る
。
但

し
此
の
際

に
於
て
も
米
櫃
及
び
収
穫
高
を
原
因
ぜ
し
て
消
費
高
が
増
減
す
る
も
の
こ
解
す
る
場
合
に
於
て
の
み
、

相
關

々
係
は
そ
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　三
韓
移
入
米
消
費
高
と
内
地
米
債
格
こ
の
間
に
は
、
か
な
り
の
順
の
相
關
々
係

が
あ
b
、
収
穫
高
こ
の
間
に
蓮

(
の
相
關
々
係
が
認
め
ら
る
、
が
、
こ
れ
内
地
米
債
格
の
騰
落
に
癒
じ
て
喩
移
入
米
消
費
高
が
増
減
し
、
牧
穫
の
豊

凶
に
逆
比
し
て
轍
移
入
米
消
費
高
が
増
減
す
る
當
然

の
結
果
に
外
な
ら
な

い
。

　四
米
債
ε
甕
類
消
費
高
ビ
の
間

に
も
、
か
な
り
の
順
の
相
關
々
係
が
認
め
ら
れ

る
が
、
こ
れ
米
慣
の
騰
落
に
慮

(
じ
て
褒
の
消
費
高
が
増
減
す
る
傾
向
が
存
す
る
も
の
に
基
く
の
で
あ
っ
て
.
此
の
瓢

に
褻
類
の
代
用
食
こ
し
て
の

意
義

が
認
め
ら
れ
る
。

本
研
究

に
於
て
は
、
た

穿
内
地
米
の
償
格
及
び
牧
穫
高
を
中
心
こ
し
て
、
米
姿
の
消
費
量
の
増
減
關
係
を
考
察

せ
る
の
み
な
る
が
、
米
穀
が
商
品
ど
し
て
、
其
の
消
費

が
債
格
を
通
じ
て
行
は
る
、
限
り
、
消
費
者
側
の
購
買
力

の
増
減
に
も
依
存
す

べ
き
筈
で
あ
る
。
荷
ほ
米
穀
の
需
要

に
就
て
考
究
す
る
限
り
.
其

の
需
要
曲
線
及
び
彊
性
係

敷

の
導
出
に
迄
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
此
等
の
諸
鮎
に
關
す
る
考
察
は
之
を
他
日
の
機
會

に
譲

る
。
本
研
究
に

用
ゐ
元
残
存
米
の
推
定
方
法
、
蚊
に
米
償
の
趨
勢
値
ご
し
て
選
ん
だ
五
年
の
移
動
準
均
等

に
就
て
も
荷
ほ
不
完
全

な
る
鮎
あ
る
を
免
れ
難

い
。
此
等
の
諸
瓢
に
就
て
は
荷
ほ
今
後
の
研
究
に
俟

つ
こ
ご
、
す
る
。

山番
穀
の
需
要

に
就

い
て

第
三
十
二
巷

一
山八
七

「第

」
號

一
六
七


